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l 主里璽役所目同制[ITJl・岨富n"N 1)空母提曾電鯖i!i!!l空tll竺 里型望書同.. 留意~mll I 

d 二の丸橋 (上田城跡公園)ー

鴇
J
f し

た
現
在

二の丸iUがら上回城跡公園の入。ロに祭けられ

ている 『ニの丸偽』。 争闘 jくの組え客や市民@電波っ

ている 。

この 『二の丸梅』が吃放されたのは、昭和 2年。

よ回と-"'"を鎗.J:rよ回埠泉電机北求総(後のよ国

主iI!.'"傍陽線)Jの新設のために集けられたもの

で、織の下の級緋にほ、昭和47年までは線絡が敷か

れ、電車がi且勺ていた。1-¥'..('-1まiit歩道になっ τおっ

四季綿々の負鍬が楽しめる 。特に ζ の時期、けやき

並木の新縁はJ!， Lく、主さに緑のトンネルをくく句

拭けるよヲだ。 また返さ歩道をあへ、ぐるりとよ回成

格下の尼が湖まで歩くのも事 Lい。

とζ ろでlI，位の不思換な模様。 且く且ると 『ニの

丸梅』 を巻末しでいる。

i・表紙記事に新連銀 1 

1 今回から「広報J毎月 16日号の表紙では『揖を歩こ 1

1う』 というテーマで童館します。市内に占在するさま i
iざまな橋ιその周辺の様子を取り上げていきます。 | 

舗に闘する""・怒Eを募集 市内にある織とその周辺 ζ関する古い写真ユニ ク信エピソードや伝慢のある楓がありましたら、 w・m広級担当までお寄ぜ〈どさい
〈再生紙を使用しています〉
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日
出
咋
ぶ

ρ↑
主
岡
市
f
岡山畑

平
成
8
年
度
「
畏
野
県
結
合
防
災

馴
韓
」
が
、
臼
年
ぶ
り
に
上
岡
市
で

聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、

各
積

の
防
災
訓
融
を
総
合
的
に
実
施
し
、

有
事
に
際
し
て
即
応
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の

高
備
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

上
聞
市
で
は
、
例
年
9
月
l
目
白

「
防
災
の
日
」
に
、
『
上
凹
市
地
震
総

合
防
災
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
ま
す

が、

6
月
4
日
開
に
長
野
県
と
上
回

市
が
主
催
し
て
行
う
長
野
県
総
合
防

災
訓
融
は
書
加
健
闘
も
数
多
く
、

自

衛
隊
や
県
警
白
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

も
書
加
す
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
大
尉

模
な
訓
練
で
す。

，::: 

訓
舗
は
、
上
回
咽
河
川
監
グ
ラ
ン
ド

を
主
会
場
に
、
上
回
交
通
別
所
線
下

之
郷
駅
周
辺
、
報
恩
紫
、

J
R上
田

駅
前
、
上
田
市
役
萌
な
と
に
お
い
て

叩
碩
目
を
起
す
訓
帥
が
、
午
削
8
時

加
分
か
ら
午
桂
4
時
ま
で
、
ま
る

一

日
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

索
活
規
制
容
と
ニ
時
四
ガ
を
1

訓
締
に
当
た
勺
て
、
上
田
橋

・
小

牧
構
聞
の
干
山
川
右
陪
側
堤
防
道
路

が
、
午
前
9
時
か
ら
午
桂
4
時
初
分

ま
で
通
行
止
め

H
3
ペ
ー
ジ
地
図
書

照
H
と
な
る
ほ
か
、
市
内
各
所
で

一

時
的
に
交
通
組
制
を
行
い
ま
す
。
た

い
へ
ん
ご
不
世
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

訓
練
に
書
加
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、

上
堀
河
川
敷
グ
ラ
ノ
ド
以
外
に
も
、

上
聞
古
戦
場
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、

諏
訪
彫
河
川
監
グ
ラ
ン
ド
に
離
滑
降

し
ま
す
の
で
、
周
辺
自
治
会
白
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
一
世
知
念

主
会
場
の
上
棚
河
川
監
グ
ラ
ン
ド

に
は
『
広
報
コ

I
ナ
!
』
も
設
け
ら

れ
、
防
災
用
品
や
史
書
応
急
対
策
車

両
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

建
箪
物
防
災
相
談
、
地
震
体
験
車
に

よ
る
地
震
体
験
馴
蝉
な
ど
、

一
般
由

人
も
書
加
で
き
ま
す
の
で
、
訓
輔
の

且
学
も
兼
ね
て
お
気
軽
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
自
治
会

・
事
業
所
及
び
各

種
施
設
な
ど
に
お
い
て
も
、
い
ざ
貨

当
が
起
こ
っ
た
と
き
、
各
人

・
各
機

関
が
災
害
に
対
し
、
的
雌
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
、

6
月
4
日
に
併
せ
て

防
災
訓
練
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
、

全
市
的
な
訓
練
と
な
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

H

日
ご
ろ
の
備
え
が

い
吉
と
い
う
時
生
き
て
く
る
M

t 

す
河川
村先
立

《防
提
会
圃
を
聞
こ
う
》

い
つ
史
書
に
襲
わ
れ
て
も
、

家
族
の
だ
れ
も
が
適
切
に
対
担

で
き
る
よ
う
、

6
月
4
日
凶
に

併
せ
て
軍
塵
に
お
い
て
防
災
会

瞳
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

日
ご
ろ
の
心
が
け
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
、
大
き
な
差
に
な
っ

て
現
れ
ま
す
。

[家
集
前
提
会
闘
の
ポ
イ
ン
ト
]

.
虫
書
発
生
時
の
家
悠

一
人
ひ

と
り
の
役
割
分
担
を
決
め
て
お

き
ま
し

a
う
.

--g篠
全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る

ほ
う
が
ま
れ
な
は
ず
.
家
畿
が

鰻
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の

集
合
繍
所
・
連
俗
先
・
連
絡
方

法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
.

-sE踊
場
所

・
霊
園
ル
ー
ト
を

確
留
し
ま
し
ょ
う
.

i!?j1jijsjfifi i 
れ持 qあ;J!;';をiと雛針
世ち だ1 り i怠i地 ~46~お 渇 画
え出さ}温度?ど}匡}薗}り所の

iB幣j:;iji!?
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子L日日…一弓引引ブ引刈Jルレ
市役所直蹄4削i[l]ω.-

国③mm.

情報

ス9・Hトミーテ:JU

6月23日(副官官思if
上田市民会館

プログラム
1 日本。世界の名t
2 モツアルト ピアノ四重奏曲ト盟副K.418
3 ベルヨレーラ スターパト・マーテ"

leしみの量脅}

「お年寄りのほけ」についての相談会
bとき 5月20日間午後 1時-4時30分 bところ

高齢者福祉センタ- 1>繍餓担当者 国立小暗療葺所・

構内静子さん P繍酷料無料 b申し込み 個人相酷

で予約制です。相臨を希望されるかたは、申し込みして

ください(定員 3名程度)。マ問い合わせ 高齢者循紘セ

ンター 唖11@1119l

お
出
か
け
く
だ
さ
い

創
造
館
6
月
の
催
し

••• 
-軍2
土
曜
日
宇
宙
施
股
の
開
披

『千
曲
川
の
水
中
田
植
物
』

マ
と
き

6
月
8
日

ω午
削
叩
時

1
正
午

マ
内
容

ア
ユ
の
え
さ
に

な
る
植
物
を
制
撤
鏡
で
観
察
し
て
み

よ
う

マ
書
加
料

輯
料

-
親
子
映
画
会

マ
と
き

6
月
8
日
出

・
9
日
間

〔
午
前
凶
時

・
午
桂
2
時
泊
分
)

マ
上
映
作
品

『見
捨
て
ら
れ
た
拝

え

・
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
』

マ

定
員
各
回
印
名

〔先
崎
順
)

入
掲
料

無
料

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

6
月
8
日
出
午
前
9
時

初
分
1
午
桂
3
時
泊
分

マ
内
容

『パ
ソ
コ
ン
で
お
と
う
さ
ん
を
揃
こ

う
』

マ

対
最

上
小
地
域
在
住
の

小
学
生
の
組
子
却
名

(先
抑
制
順
)

マ
畳
鴎
料

5
0
0
円

マ
由
申
し
込

み

6
月
2
日
間
午
前
9
時
よ
り
電

話
で
創
造
館

(岡
窃
I
l
l
-
)
へ
。

.
塾
年
入
門
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

6
月
日
日
開
午
前
9
時

l
午
後
4
時

マ
対
最

上
小
地
域

在
住
の
印
歳
以
上
の
か
た
叩
名

(先

抑制限
)

マ

畳
構
料

1
0
0
0
円

マ
申
し
込
み

6
月
4
日
開
午
前

9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館
へ
。

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(基
礎
緬
)

マ
と
き

6
月
日
日
出
午
前
9
時

1
午
後
4
時

マ
対
車

上
小
地
域

に
在
住
、
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
日

歳
以
上
の
か
た
却
名

(先
着
順
)

マ
呈
傭
料

3
0
0
0
円

マ
申
し

指揮 I ピアノ 峯村換さん(プログラム2・31

ソプラノ強唱小泉草子さん

アルト独唱 4山洋代さん
指揮舘崎礼子さんヲログラム1

スターパト マーテル会唱団・室内含奏由

IN曹メJパーを中むとする)

入場料/1，0凹門

チケット取り鑓い/琴光堂上国西武

問い合わぜ/上回池波広蟻行政事務組合

唱ゆ2130)

込
み

6
月
9
日
間
午
前
9
時
よ
り

世
話
で
創
造
館
へ

-
在
間
パ

ソ
コ
ン
教
室

(基
礎
編
)

マ
と
き

6
月
初
日
附

・
引
日
山
田

午
桂
6
時
加
分

1
9時
初
八
万

マ
対

最

上
小
地
壊
に
在
住
、
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
同
歳
以
上
申
か
た
初
名

〔先
着
順
)

マ

畳
間
料

3
0
0

0
円

マ
申
し
込
み

6
月
9
日
間

午
桂
1
時
よ
り
電
話
で
創
造
館
へ

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

(量
計
算
編
)

マ
と
き

6
月
却
目
的

・
初
日

間
午
前
9
時
i
午
桂
4
時

マ
対
車

上
小
地
瞳
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
凶
歳
以
上
の
か
た
初
名

〔先

E
順
)

マ

畳
晴
料

6
0
0

0
円

マ
申
し
込
み

6
月
凶
日
田

午
前
9
時
よ
り
電
話
で
創
造
館
へ

-
紙
工
作
教
室

マ
と
き

6
月
幻
日
出
午
前
叩
時

マ
内
容

牛
乳
パ
ッ
ク
で
お
も
ち
ゃ

を
作
ろ
う

マ
書
加
料

輔
料

マ

持
ち
物

空
自
牛
乳
パ
ッ
ク
3
個

-
箪
9
回

『な
が
町
陶
芸
属
加
』

マ

t 

[4 J 

マ
と
き

6
月
日
日
出

1
初
日
制

午
前
9
時
1
午
後
4
時
叩
升

(最
終

日
は
午
睡
3
時
)
マ
入
場
料

無
料

lZi.ラjf!.!B.5. 16 

事
故
や
災
害
に
備
え

日
赤
救
急
法
講
習
会

••• 
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
事
位
や
災
害

な
ど
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
、
適
切
な
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
尊
い
命
が
守
ら
れ
、
世
曹
を

最
小
限
に
企
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
敢
急
法
の

知
議
と
技
簡
を
身
に
つ
け
、
緊
急
時

に
必
要
な
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、

救
急
法
講
料
会
を
閲
備
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
8
日
出

・
9
日
間
・

同
日
冊
目

3
日
間

(午
前
9
時
i
午

桂
5
時
)

マ

と
こ
ろ

上
田
市
福

祉
会
館

マ
定
員

初
人

(先
着
順
)

マ
宰
加
料

3
0
0
0円
(
初
日

に
ご
持
書
く
だ
さ
い
)

マ
構
宮
内

容

人
工
呼
吸

・
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

・

止
血

・
掘
の
手
当
て

・
三
角
巾
由
使

用
法
な
ど

マ
服
量
・
持
ち
物

実

伎
の
で
き
る
服
装
、
簿
記
川
具

・
昼

食

マ
モ
の
他

企
蝶
程
を
普
f
す

る
と、

「救
急
法
一
般
講
習
合
絡
聴
」

を
取
得
で
き
ま
す
。

マ

血
申
し
込
み

方
法

屯
話
で
6
月
6
日
制
ま
で
に

福
祉
課
〈
8
1
6
0
7
)
ヘ

マ
主

催

長
野
県
赤
十
字
救
護
隊
東
信
方

面
隊



a.‘ 
' 6 

相 談 名 日 時 会場など

6月刊日樹

法 律 相 談 13:30.......15:30 

@ 市控所宮4 

(予約制) 6月28日嗣 生活環償課
13，30-15，30 (本庁舎 1措)

土地 建 物 相談
6月13日同

13:00.......16叩

人権・悩みごと相続
6月 6日掛 人権問相対筆陣

13，00-16，00 o (南庁舎 1階)

6月3日刊 o 
(農本庁業霊員会農 地問 題 相 談 8，30-17凹 舎 2階)

行 政 相 政
6月10日間

上回西武10:00.......15:凹

心配こと相談
毎週火曜日
10:00-15:00 

福祉よろず相 醍
毎週月~金曜日
9，00-16，00 

法 律 相 較 6月15日出 社会福祉協議会

(予約制) 10:00.......正午 (ft@8080) 

児 貨 相 睦
毎週土曜日

13唱団-15，30
事吉 婚 相 桜

毎週水曜日
10: 00-15: 0。

法 律 相 政 6月19日(制

(予約制) 13:30.......15:00 
上(2)田@商4工5会0議o所〉

保障年金相 談
毎週月~金曜日
9，00-16，00 

市立通民事故相相談談
毎週月~金曜日 生活費焼醒
日00.......16:00 市 (本町会 1階)

児 重 相 骸
毎週月~金曜日

世 (ft@福2祉o課o 0) 9:00.......16:00 

母 子 相 世
毎週月~金曜日 所 福祉課
9，00-16凹 (内輯1608)

直利で確実認口座鋸醤のご利用を

長
野
県
民
文
化
会
館
で

信
州
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

••• 
信
州
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
閣
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

マ
と
き

6
月
1
日
出
午
佳
l
時

1
午
後
3
時
却
分

マ
と
こ
ろ

長

野
県
民
文
化
会
館
大
ホ
1
ル

マ
入

場
料

無
料

マ
内
容

①
「
信
州

女
性
プ
ラ
ン
引
」
に
つ
い
て

②
講

演
「
明
日
を
つ
く
る
、
主
と
男
白
す

て
き
な
開
時
」
1
イ

コ

ル

パ

l
ト

ナ
と
し
て
き
ら
め
い
て

i
(講
師

安
藤
和
津
さ
ん
[キ
ャ
ス
タ
ー

-

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
〕

マ

由
申
し
込
み

キ目の

5
月
お
日
ま
で
に
企
画
課
女
性
政
革

担
当
(
困
1
2
2
4
)
へ
ど
う
ぞ
。

一
斉
に
空
き
缶
拾
い

湯
境
美
化
運
動
の
日

••• 
6
月
2
日
間
は

「環
境
美
化
巡
動

白
日
」
で
す
。

こ
白
日
は
、
近
年
吐
会
問
屈
と
な
っ

て
い
る
空
き
缶
四
投
げ
捨
て
な
と
を

な
く
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
自

治
会
を
中
心
に
、
笠
き
缶
拾
い
な
ど

が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、

積
極
的
に
害
加
し
ま
し
ょ
う
。

「よ
い
環
境

日
ご
ろ
の
マ
ナ
!
と

心
が
け
」

マ
問
い
合
わ
せ

1
3
8
8
)
 

生
活
現
境
諜
(
困美しい自轄を守りましょう

春
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

川
を
汚
れ
か
ら
守
ろ
う

••• 
信
濃
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、
6

月
3
日
刊
に
県
下
一
斉
春
白
河
川
パ

ト
ロ
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川

へ
の
不
法
投
棄
が
た
い

へ
ん

凶唱
え
て
い
ま
す
。
川
は
み
ん
な
の
財

産
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
手
で
川
を

汚
れ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(困

1
3
8
7
)
 

施
般
を
知
る
よ
い
構
会
で
す
。
お

密
い
合
わ
せ
の
う
え一
、一
』怠
加
く
だ

さ
い
。
ae
加
料
は
無
料
で
、
昼
食
は

市
で
用
意
し
ま
す
。

マ
白
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
①

住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④

f

書
加
希
望
日

⑤
集
合
場
所
へ
の
主

コ

通
手
段
を
位
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
壮
一〕
一合

発

腐

~

訪

ア

一

さ
い

〈6
月
8
日
酬
の
消
印
の
あ
る
町
一幽
一興

出

制

け

弘

一

k
ト

も
の
ま
で
有
効
)。
は
が
き
は
、

1
人

一旧
一b
b
v
耕
・
川
v
肺
唱

v
一u
v
b

会
一加
一旺旺
.
割
、
~ソ
司
加
十
.
h
H
.
旺

1
枚
ま
で
と
し
、
グ
ル
プ
で
の
得
る
一胸
一川
叩
叩
〕
畑
一
昨
!

吋
即
闘

し
込
み
は
5
人
ま
で
と
し
ま
す
。

明
一引
一U-U
U

川

恒

三

同

引

マ
申
し
込
み
先
よ
国
市
大
手
1

白
「
卜
l
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1

什

叩

上

田

市

総
書
課

「施
設
を

施

一
「

一一

R

〆

(

圃
「
-A
M
元

一

冊

A

j

γ

散

見
る
会
」
係

マ
定
員

各
コ
l
ス

)

集

出

グ

却

陀

出

一J

開

一日
一j
t

シ

止

剖

崎

淳

品

開

時
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
週

一目
ロ
ロ

'
V
概

v
叫
酎

v
時
十

v
p

と
し
、
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知

一凶
一m
m
J司
醐

‘
叫ん

t
J
r

J
叫

ら
せ
し
ま
す
)
マ
集
合
渇
所
市
民

-U
一l

h

リ

雌

E
E

ン
コ

6
一
く

く

ク

山

M
o
-
-
<

体
育
館
前
駐
車
犠

i

i

:

j

[5 J 

7月 l臼(月)

く 9加〉集合
く 9:10> 出泥

V 
しいのみ繰謹闘

電貨のE
V 

温附丙小学俊
V 

上回制造倣
〈界食 ー懇談会〉

v 
マル手〆ヂィア
情報センタ

マ
く15∞〉 解散解散
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-情報テーブル・

『農
業
委
員
』
の
選
挙

投
票
日
は
7
月
7
日

••• 
任
期
満
了
に
よ
る
上
田
市
民
業
委

只
会
委
只
一
般
選
挙
が
次
に
よ
り
行

わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
6
月
1
日

付
け
広
報
う
え
だ
を
こ
監
く
だ
さ
い
。

マ
告
示
日

6
月
初
日
制

マ
投

票
日

7
月
7
日
間

マ
問
い
合
わ

せ

選
挙
官
理
委
日
会
事
務
局

(8

1
6
7
1
)
 

所
得
証
明
等
の
発
行

税
務
課
へ
ど
う
ぞ
/

• 

• •• 
平
成
8
年
度

(平
成
7
年
分
)
白

「所
得
証
明
白
L

「
抗
日
明
証
明
智
」
白

発
行
は
、

6
月
2
日
制
か
ら
行
い
ま

す
。
な
お
、
日
附
窓
口

〔午
前
9
時

1
正
午
)
で
は
、

平
成
8
年
度

(平

成
7
年
分
)
の
み
自
発
行
と
な
り
ま

す
。マ

申
楕
方
法

印
鑑
を
お
持
ち
に

な
り
、
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
自

か
た
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
型
人

白
場
合
は
、
本
人
自
筆
白
代
理
人
選

任
届
書

(
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
て
ま
た
は
委
任
状
と
代
理
人
白

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ

手

数
料

一
種

一
件
3
0
0
円

マ
問

い
合
わ
せ

税
務
課
(困

1
2
8
2

1
1
2
8
4
)
 

『子
育
て
』支
援
事
業

開
放
保
育
と
講
演
会

••• 
市
保
育
課
で
は
、

子
育
て
支
般
事

業
の

一
際
と
し
て
開
放
保
育
と
排
出

会
を
行
な
い
ま
す
。
ご
都
合
を
つ
け

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
却
日
間
午
前
9
時

初
分

1
日
時

マ
と
こ
ろ

南
部
保

育
園

〔市
凹
1
丁
目
・

、
A4
月
よ
り

新
園
舎
と
な
り
ま
し
た
)

マ

内
容

こ
い
自
由
り
迎
励
金
書
加
と
講
演

会

(
講
姉
保
育
課
指
導
主
事
・
稲

垣
勇

一
さ
ん
)

マ

対
象

幼
児
及

び
母
親

マ
定
員

初
1
叩
人

マ

申
し
込
み

南
部
保
育
園
相
談
室

品
叫
切

3
0
9
6
)
へ
5
月
白
日
出
国

ま
で
に
ど
う
ぞ

マ
そ
の
他

若
干

名
の
保
有
田
用
意
が
あ
り
ま
す
。

.車内図
あ
な
た
も
ご
参
加
を

「う
え
だ
女
性
会
議
」

••• 
上
回
市
で
は
、
男
女
共
同
書
聞
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す

『
う
え
だ
女
性

プ
ラ
ン

E
』
を
策
定
し
、
女
性
も
男

性
も
と
も
に
、
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「う
え
だ
女
性
会
議
」
は
こ
の
主

性
行
動
計
画
を
市
民
自
側
か
ら
推
進

し
ょ
っ
と
平
成
5
年
9
月
に
尭
足
し

ま
し
た
。
女
性
も
男
性
も
と
も
に
手

を
つ
な
ぎ
地
域
の
こ
と
、
家
族
の
こ

と
、
職
場
の
こ
と
等
を
話
し
合
い
、

解
決
の
た
め
に
勉
強
し
、
意
見
を
出

し
、
行
政
に
反
映
さ
せ
る
告
で
す
。

み
な
さ
ん
も
ご
書
加
く
だ
さ
い
。

マ
会
費

個
人

年
額
1
0
0
0

円

(l
口
)、
団
体

3
0
0
0

円

〔
1
口
)。

加
入
希
望
の
か
た
は

企
画
課
女
性
政
荒
担
当

(
回
1
2
2

4
)
ま
で
金
費
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
男
性
の
か
た
の
入
金

も
歓
迎
し
ま
す
。

刊附

市
営
住
宅
の
補
充
入
居

希
望
者
は
申
し
込
み
を

••• 
市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
回

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か

た
は
建
築
指
導
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
畳
け
付
け
期
間

6
月
3
日
側

か
ら
6
月
日
日

ωま
で

マ
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
挫
察
指
導
諜

8
1
5
4
8
)
 

間風 子炉 千古 梅 桜 寝祈 団

団 尻 海曲目T盟
治4

台 町 厘
丘 地

同 問団 団 図 同 問 団

地 地 地地 地 地 地 地 地 省

2自第 第剣 i.i'; 第 河3第箔 稲

領 ・ 傾 穂積 別

楠繍 種 F電傾

.募集団地
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第M;I回水道週間 6月1白土=:ItJ自動 i 

大切さ

忘れずひねる蛇口です

上
田
市
で
、
は
じ
め
て
水
道
が
で
き
た
の
は
、

大
正
ロ
年

(1
9
2
3
)
白
こ
と
で
す
。
当
時、

千
曲
川
畔
の
皐
町
水
源
地
か
ら
染
昼
砂
水
場
ま

で
ポ
ン
プ
錦
木

L
、
約

2
万
人
の
市
民
に
肱
み

水
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
年
々
増
大
す
る
水

需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
戦
桂
数
次
に
及
ぶ
拡

張
工
事
に
よ
り
、
今
日
、
近
代
的
な
水
道
施
設

が
艶
備
さ
れ
、
市
営
水
道
で
は
約
珂
万
人
、
県

営
水
道
で
は
約
2
万
2
千
人
の
市
民
が

1
人
1

日
平
均
3
6
7
リ
ッ
ト
ル

(ド
ラ
ム
缶
約
凶
本

分
)
白
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
興
常
気
量
に
よ
る
水
不
足
ゃ
、

阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
水
道
施
設
申
忠
誠

的
な
被
害
な
ど
で
、
水
道
白
水
に
つ
い
て
大
き

な
関
心
が
も
た
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
水
源
の

確
保
や
災
害
に
強
い
水
道
施
設
の
盤
情
を
行
う

と
と
も
に
、
水
原
境
の
保
全
対
策
な
ど
申
事
撲

を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
、
き
れ
い
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
"
』
と
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

今
年
も
、

6
月
1
日
出
か
ら

7
日
幽
ま
で

「大
切
さ
忘
れ
ず
ひ
ね
る
蛇
口
で
す
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
第
お
回
水
道
週
間
が
行
わ

れ
ま
す
。
毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水
、

い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て
肱
め
る
水
は
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
水
道
週
間
を
僚
会
に
大
切
な
水
田

使
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
水
道
局
と
県
企
車
向
上
回
水
道
管
理
事
務

所
で
は
、
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
、
昨
年
に
引
き

続
き

「千
曲
川
源
流
を
紡
ね
て
」
を
6
月
9
日

制
に
行
い
ま
す
。
千
曲
川
霊
蹴
を
さ
か
の
ぼ
り
、

川
上
村
金
峰
山
渓
苔
を
位
置
し
ま
す
。
市
民
白

皆
さ
ん
の
多
数
の
書
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
企
業
向
上

m水
道
管
理
事
務
所
で

は
、
吹
田
催
し
を
行
い
ま
す
。

『千
曲
川
源
流
キ
-訪
ね
て
』

参
加
者
募
集

(
主
催
よ
国
市
水
道
馬
/

後
復
長
野
県
企
震
馬
上
回
水
道
審
理
率
務
所
)

山
型
県
境
に
連
な
る
昭
貫
冊
ケ
岳
、
国
師

ケ
岳
、
朝
日
晶
、
金値
町
山
怠
ど
、
2
5
0
0

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
か
ら
の
清
水
を
集
め
て

千
幽
川
は
発
し
ま
す
。

飲
料
水
、

農
軍
用
水
、
尭
竃
に
と
多
方
面

に
活
用
さ
れ
る
平
曲
川
は
、
上
田
市
毘
に
と
っ

て
生
命
線
で
あ
り
、
ま
た
、
重
化
に
富
ん
だ

景
観
美
は
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ

り
ま
す
.

千
幽
川
の
源
琉
を
首
ね
、
自
鼎
に
接
す
る

申
で
、
水
の
大
切
さ
、
環
境
保
障
の
重
要
性

を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
と
き

6
月
9
目

(自
)
午
前
8
時
四

分
出
量

(午
前
B
鶴
町
市
役
所
正
面
玄
関
前
集

合
)

マ

コ
!
ス
上
国
i
小
間
i
小
海
1

川
上
村

(金
線
山
道
谷
付
近
散
策
白
昼
食
)

5
野
週
山

3
よ
困

マ
募
集
人
員
回
人

(市
民
に
隈
る
.
先
着
順。

定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
)

マ

申
し
込
み

5
月
泊

目
出
か
ら
5
月
四
日
嗣
ま
で
に
、
水
道
局
ヘ

本
人
が
直
後
来
斤
し
@
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
で
は
畳
け
付
け
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
広

〈
市
民
の
皆
械
に
ご
書
加
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
審
加
さ
れ
た
か
た
は
ご
遣
慮
く
だ
さ
い

0

7
持
ち
物
昼
食
、
爾
具

マ
参
加
費

S

O
O
円

(揮
険
料
、
入
場
軒
‘
飲
物
代
)

マ
問
い
合
わ
ぜ
水
道
鳥

8
1
8
5
2
}

マ
と
き

6
月
2
日
問
午
前
9
時

1
午
控
4

時

V
と
二
ろ

諏
訪
形
浄
水
場
マ
内
容

場
内
聞
故
(
施
設
且
晶
子
)
、
家
庭
用
水
道
器
材

(
カ
ラ
ン
、
給
水
位
等
)
の
展

示

マ

問
い
合

わ
ぜ

県
企
業
向
上
回
水
道
管
理
事
務
所
(
固

@
2
1
1
0
)
 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

植
樹
を
行
い
ま
す

0

・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ー
自
然
と
人
と
の

共
生
を
め
ざ
し
て

マ
と
き

6
H
9
白
川
午
陸
l
時
日

分

i
午
睡
4
時
刊
分

(
T山車

マ
と

こ
ろ
長
野
県
民
文
化
会
館

マ
基
調

講
消
長
野
県
自
然
保
護
研
究
所
所
長

宮
脇
昭
さ
ん
(
国
際
ル
十
両
手
会
会
長
)

マ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
コ

l

デ

ィ

ネ

タ

I

V
リ
脇
附
さ
ん
、
バ
ネ

リ
ス
ト
ハ
ノ

l
パ
l

k学
副
学
長

・

ポ
ッ
ト
さ
ん
〔
国
際
植
物
判
全
学
会
副

会
長
)
、
ク
ョ

l
eノ
7
L入
学
晶
授
・
ゴ

!

リ
ー
さ
ん
〔
前
国
際
生
態

wzz会長
)
、

動
物
勺
真
家

-R
崎
学
さ
ん
、
ぃ
人
阪
市

立
レ
八
学
教
侵

・
山
山
首
さ
ん
(
日
本
山

知
山
手
士
ム
存

8
、
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

-

加
賀
主
宰
チ
さ
ん

-
記
念
植
樹

i
別
世
紀
へ
の
贈
り
物

マ
と
き

6
月

8
口

ω
マ
と
こ
ろ

①
長
野
県
自
然
保
護
研
究
所
敷
地

(
飯
綱
高
M
・
午
前
9
時

加

分

)

②

浅
川
ダ
ム
付
付
信
え
道
路
真
光
寺
ル
ー

プ
橋
下
〔
長
野
市

・
午
前
日
時
)

-
問
い
合
わ
せ
県
内
然
保
護
研
究
所

(E
0
2
6
2
2
8
6
0
4
7
)
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保健 診 tlT .6月の乳幼児健康診査(困1615)

b畳付時間 いずれも午睡 l時-2時 b持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン(l歳6か月児)， 1歳6か月児は、事ちゃん手帳

田中にある健康器査票に記入してお持ちくださL、。 3

歳児は健康器査察と視聴覚検査のアンケ トをお送り

しますので、ご記入のうえお持ちくださ L、。また、原

検査の容器もお持ちくださ L、。

・保健センター (市役所南庁舎 2階)

16-2. 15 
16-8. 15 
1-5. 31 

日
一時
一日

-あなたも食生活改善推進員に

量生活改善推進員 〔宜改貝)は企を中心とした他雌

づくりの知設を探め、地域の皆さんに伝えています。

そこで、食生活改善推進協議会の会nになるため白健

康教室を聞きます。あなたも宜改nになって、他政づ

くりの輸を広めてみませんか。

tとき 6月11日ω-8月9日幽 (6回) t定員

25人 (定員になりしだも、締め切ります) t畳摘料

3.200円 (ヘルスチェック・調理材料費 ・保険料な

ど) t申し込み 5月27日目)までに健康推進課 (困

1625・1626)へどうぞ。

.全員になるための健鹿教室日程賓

[8 J 

健康器査 実施日 生年月日

4か月
6月7日 8 1. 16-1. 31 
6月20日 8. 2. 1-2.15 

10か月
6月 6R 7. 7. 16-7. 31 
6月18日 7. 8. 1 -8. 15 

l歳6か月
6月 5日 6. 11. 16-11. 30 
6月26日 6.12. 1-12.15 

3歳
6月 3日 5. 5. 1-5.15 
6月17日 5. 5. 16-5. 31 

16-2 
16-8 
16-12 

{塩園地区)
一寸十l

7. 7. 
5. 4 

6月21日

6月19日

E月25日

回 月日 時間 内 窓 相. 所

'16月11日醐 9骨-12却
関車式ーヘルスチz守ク{心 上田保憧所竃園、運動塾芳、食事齢断なとヲ

rcれからの健康づ〈りJ

'16月5日制 13:却-18曲
(情師'伏見ーよ回保健所 勤労者

畳)ー健胎結果 a・私保障に蝿あっ 体育センター
た歩き方(担当 ) 

3111118且l .，器内.15:曲 宣事館断結畢・園理婁曹『パラ
働〈掴人のlItンスのよi喰事J(担当:骨壇封

4 ".日調 13叫-15:1I水中ウ君ーキング・エアロビ アクアプラザ
クス(担当保恒蝿・常費士)上回

'"月羽目助 .却-15朗
..実習[壇苧そう白亜ら量tI~~l、j 幽〈婦人の霞
f主性が帥祉事J(担当l監事埠醐 中央公民館

6 s月..醐 9:])-12却 まとめ ・閉鴎式 中央公民館

E栢うJ<1.!B.5. 16 

園塩田母子健康センター

4か月

10か月

3歳

t対象者 平成5年 9月 l日から平成6年 2月28n

までに生まれたお子さん(この年齢以外のお子さんは

受けられません。対量年齢を超えているお子さんは、

一小学一年、中学二年のとき、学校で畳けられます)

b軍施期間 6月3日目)から 6月28日幽まででお子さ

んの健康状態の良い日を選んでくださ t、。 t実施場所

別表四委託医療峻問。ヨiJ~l日に電話などで予約してか

らお畳けくださL、。接種料金は無料です。b持ち物

母子健康手帳 (持寄しないと畳けられませんので注意

してくださL、) ・体温計 [>;，主意事項 ①予詰票は委

託医療償問にあるものを使用してくださL、。②体損は

接種目直前に医療蛾関ではかることになりましたので、

できるだけ体温剖を持書してください。

予防接種Q&A

Q 風しんの予防接種は畳けた方がよいですか?

A はしかなどに比べ、軽い病気と盟、われがちですが、

年長児や大人になってからかかると、 一般にすl誌にな

ることが多くなります。 2-3歳になるとかかる人が

誌に噌えます白で、早自に畳けることをお勧めします。

Q IIJ反応は出ますか?

A 小児白場合は、軽い尭熱・発しん ・リノパ節腫脹

などは、ほとんどありません(100人中4人以下λま

たお母さんが、改の子どもを妊娠1'11であってもお子さ

んは畳けられます。

・風しん予防接種委託医療機関(50音順)

.風しん予防接種(困1616)

健康推進課

26-8181 22-2342 
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